
令和４年３月９日

報道機関各位

ロシアによるウクライナ侵攻に対する抗議

２月２４日にロシアがウクライナへの軍事侵攻を行うとともに、核兵器の使

用を示唆するなど、国際社会の平和と秩序を脅かす行為に対し、強く抗議を行

使館あてに別紙のとおり抗議文を送付しました。
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抗議文

2022年 3月 9日

ロシア連邦大統領

ウラジーミル ウラジーミロヴィチ プーチン 閣下

この度、ロシアがウクライナに対し軍事侵攻を行い、核兵器の使用をも示唆した一連の

核兵器の使用をも示唆した一連の行為は、ウクライナ国民だけでなく、国際社会ひいて

は我が国の平和と秩序、安全に脅威を与えるものであり、強い憤りを覚えます。

人類の恒久平和の願いをよそに、ロシア軍の侵攻により、子どもをはじめとする多くの

市民の犠牲を生んでいる状況は、到底容認できません。

、平成 20年 9月に市議会において、いかなる国の核兵器の配備・貯蔵はもと
より、飛来・通過することも拒否すると共に、近隣自治体とも協力して核兵器の廃絶、世

界平和に向けて努力するために「非核平和都市宣言」を決議し、平和の尊さを世界に訴え

続けてきました。

我々は、今戦火にさらされている人たちの無事と一日も早い事態の終息を念願せずには

いられません。

貴国に対し、人々の尊い命と平和な暮らしを理不尽に奪う侵略行為を直ちに中止し、平

和的な解決への道を探ることを強く求めます。



抗議文

2022年 3月 9日

駐日ロシア連邦大使

ミハイル ユーリエヴィチ ガルージン 閣下

この度、ロシアがウクライナに対し軍事侵攻を行い、核兵器の使用をも示唆した一連の

核兵器の使用をも示唆した一連の行為は、ウクライナ国民だけでなく、国際社会ひいて

は我が国の平和と秩序、安全に脅威を与えるものであり、強い憤りを覚えます。

人類の恒久平和の願いをよそに、ロシア軍の侵攻により、子どもをはじめとする多くの

市民の犠牲を生んでいる状況は、到底容認できません。

、平成 20年 9月に市議会において、いかなる国の核兵器の配備・貯蔵はもと
より、飛来・通過することも拒否すると共に、近隣自治体とも協力して核兵器の廃絶、世

界平和に向けて努力するために「非核平和都市宣言」を決議し、平和の尊さを世界に訴え

続けてきました。

我々は、今戦火にさらされている人たちの無事と一日も早い事態の終息を念願せずには

いられません。

貴国に対し、人々の尊い命と平和な暮らしを理不尽に奪う侵略行為を直ちに中止し、平

和的な解決への道を探ることを強く求めます。


